
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寺(栃木県栃木市岩舟町)から送り出さ

れた岩船地蔵を、村々で熱狂的に迎え

て村々をめぐるというもので、送り継

いだ村は記念に地蔵を造立しました。 

岩船地蔵を詳細に調査された福田ア

ジオ氏は、町田市の「野津田村年代記」

にある岩船地蔵信仰の様子を記した興

味深い記事を紹介しています。 

それによれば、村高に応じて 100～

500名ほどの男女が立派な衣装をつけ、

飾り付けた板製の舟の中に岩船地蔵の

厨子を入れて運び、拍子木や叩き鉦
か ね

、、

錫杖、太鼓、ほら貝、高張提灯などを

持ち、祭りさながらに村を回り、庭に

入って踊念仏をおこなったそうです。

3 日のうち 1 日は自分の村、残り 2 日

は他村をめぐりました。 

「野津田村年代記」には、享保 4 年

6月に下小山田村の念仏が4～500人で

回り、その後も大沢・上小山田・上矢

部・落合・木曽の念仏も巡ってきたこと

が記録されています。 

乞田の岩船地蔵には 320 人余の男女

が念仏を行ったことが書かれているの

で、紹介した記事のようなことが乞田

村などでも行われたと推測できます。 

熱狂的な岩船地蔵信仰は、関東から

中部地方にまで広がりましたが、享保

の数年間のみの短期的な流行に終わり

ました。多摩市内でその痕跡が確認で

きるのは興味深いですね。 

参考文献：福田アジオ 2014『歴史探索の手法－岩 
船地蔵を追って―』筑摩書房 
パルテノン多摩 2011『開発を見つめた 
石仏たち』 

 

2 体の石仏写真をご覧ください。ど

ちらも｢岩船地蔵｣と呼ばれる、享保年

間にのみ造立された特殊な石仏です。 

左側の地蔵は山王下の瘡
か さ

守
も り

、荷神社 

の境外に建っています。多摩ニュータ

ウン開発前は現・山王下緑地付近にあ

りました。像の右手袖には「奉造立岩

舩地蔵菩薩、 信心、 男女、 享保五子季二

月吉日」、背面には「武州柚木領落合

村」とあり、享保５年(1720)２月に落

合村で造立されたことがわかります。 

右側の地蔵は、多摩市乞田の大貝戸

にあります。台石の正面に「同行男女、

享保四巳癸歳、 八月吉晨日、 岩船地蔵、

念佛、 三百弐拾人余」、両側面に「武州

多摩郡」「柚木領乞田村」の字が刻ま

れ、享保 4年 8月の造立です。 

多摩市内の岩船地蔵はこの２体のほ

かに貝取社 の境外に残る台石があり

ます。台石正面には「享保四巳亥年供

養、岩船地蔵念佛春、十二月吉日」、右側

面に「武刕多摩郡、柚木領貝取村」とあ

り、貝取村でも享保 4年 12 月に岩船地

蔵が造立されたことがわかります。 

岩船地蔵信仰は、下野国岩船山高勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感覚を大切にしつつ、これからも研究

し深めていきたいと思う。 

作曲やアレンジに行き詰まった時

は、録音したものを外に出て木や雲を

見ながら聴いてみたり、目を閉じて床

に大の字になって聴いてみたりする。

その時に耳と心にスッと入ってきて景

色が広がっていけば自然なメロディー

で、何か心にザラっと引っかかったフ

レーズの場合はやり直しにしている。 

聴く人がその音楽の素敵な世界の中

にいる時、心に広がる世界から現実に

ふと戻されるような感じがあってはな

らないと思っているので、特にメロデ

ィー・コードの運びには命をかけてい

る。せわしないメロディーラインに人

の心の動きが間に合わず置いていかれ

てしまわないように、休みやちょっと

した「間」を大切にしている。 

会話と同じで、間には音の鳴ってい

る時間と同じくらいの力がある。次の

音への期待、空想が広がる余白、残響

に心ゆだねる時間など、聴く人の心を

解放する大切なものがそこにある。 

音楽家として進化していく過程で趣

向やスタイルは変わっていくものだけ

れど、ベースにある私の音楽への心は

ただ必要なときにそこにある優しいも

のでありたいということ。空気や水の

ように、めぐる四季を生きる木々のよ

うに、いつでも安心して心を解放でき

る存在でずっといられたらと思う。、 了） 

あとがき：またの菖蒲館コンサートを楽しみに・・・ 

 

電車の先頭車両から見る景色、高速

道路の脇に広がる田園風景、光と緑の

トンネル、雲をぬけたら広がる青空… 

私の作曲は旅と密接な関係にある。

初めての光景は思った以上に多くのイ

ンスピレーションを運んできてくれる

から、なるべくたくさんの新しい景色

を見るようにしている。もちろん景色

だけを見ていれば勝手に曲ができるわ

けではないので、そこにその時期の自

分の気分のモードや調性、その時マイ

ブームのコード進行や曲の展開、理論

的なアレンジなどが統合されて、ピア

ノの前で曲ができていく。 

メロディーとコードと、そこから描

く映像と展開の全てを、映画を見てい

るように同時進行で作っていくのが私

の定番で、それがすぐに一体となって

くれる時は曲が早くできるし、いつま

でもパーツが組み合わさらない時はそ

のままお蔵入りに…。 

感覚に頼りすぎると何も浮かばない

時期も増えてしまうけれど、それでも

作曲の中で一番大切にしているのは

「直感」で、そこから来る新鮮さや勢

いはその時にしか絶対に出せないもの

だったりし、後から「こんな曲は二度

と書けない！」と思えることも。その 
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多摩市立唐木田コミュニティセンター 〒206-0034 多摩市鶴牧 6丁目 14番地 TEL: 042-338-6333  休館日：第 2・第 4月曜日 12/29～1/3 

※唐木田図書館休館日：毎週月曜日、祝祭日 ※和カフェ定休日：日曜日・祝祭日  

橋 場 万 里 子  多摩の歴史さんぽ（４４） 

 

多摩市の岩船地蔵 ～享保年間に流行した熱狂的信仰～ 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化振
興財団)学芸員。東京都立大学非常勤講師。 

美しい音楽を探す旅（４） 

作曲の時に大切にしていること 

桃 瀬  茉 莉  

 

筆者紹介：桃瀬、 茉莉(ももせ、まり) 
社奈川県出身。桐朋学園大入学後より全国
各地で演奏活動を行う。これまでに 11 枚
の CD 作品をリリースなど数多くのアー
ティストと共演。 海の見える駅の旅、千綿駅にて(長崎県) 

中沢池公園中沢池公園 

山王下の岩船地蔵   乞田の岩船地蔵 

写真：『開発を見つめた石仏たち』より 



 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

端午の節句 鯉のぼり展示 

  ～ 子どもたちの明るく健やかな一年を願って ～ 

◆子どもたちの鯉のぼり作品展示 

☆期 間：4 月 13 日(土)～5 月 26 日(日)  

◆鯉のぼり装飾 

☆期 間：4 月 23 日(火)～5 月 12 日(日)  

☆場 所：１階ロビー  

☆主 催：文化部会 

 

  

ハロー From Shobukan からきだ菖蒲館広報紙 

次号は 6 月 23 日 発行予定 

 

  

 

 

 

 
※問合せ：☎042-338-6333(事務局)10:00 より 

花いっぱい運動でつくる“絆” 

みなさんのご協力で、駅前広場や菖蒲館は四季折々、

様々な草花でいっぱいです。お気軽にご参加下さい。 

☆日 時： 5 月 18 日(土) 10:00～ 
      6 月 15 日(土) 10:00～ 

 

 

 

☆場 所：菖蒲館玄関前 

☆主 催：まちづくり部会 

福祉なんでも相談会  

～ どなたでもご利用できる身近な相談窓口です ～ 

☆日 時： 5 月 21 日(火) 14:00～16:00 

      6 月 18 日(火) 14:00～16:00 

☆場 所：1 階第１会議室  

☆参加費：無料(直接会場へ) 

☆主 催：福祉部会、多摩市社会福祉協議会 

     多摩センター地域包括支援センター 

交流サロン からきだ 囲碁・将棋の会 

☆開催日：  5 月 6 日(月) 12 日(日) 21 日(火) 29 日(水) 

6 月 3 日(月)  9 日(日) 18 日(火) 26 日(水) 
☆時 間： 13:15～17:00 

～ “将棋 DAY” ～ 

☆開催日： 5 月 4 日(土)、18(土)  

6 月 1 日(土)、15(土) 
☆時 間：13:15～15:00 初心者指導教室 

     15:00～16:30 指導対局 

☆場 所：2 階第３会議室  

☆参加費：無料 

☆主 催：囲碁・将棋特別委員会 

日曜朝市 

地元産の新鮮な野菜が菖蒲館の広場に！ 

☆日 時：第 151 回 5 月 19 日(日) 9:00～11:00 

     第 152 回 6 月 16 日(日) 9:00～11:00 
毎月 1 回実施(原則第 3 日曜日)     

☆場 所：菖蒲館 玄関前広場 

☆販売品：地元産の野菜など 

☆主 催：日曜朝市実行委員会 

 

集  合 ： 菖蒲館玄関前 9：30 

参加費 ： 1００円 

定  員 ： 先着 ２０名 

コース  ： 菖蒲館 ⇒ 南鶴牧小学校 ⇒ スーパー三徳 

        ⇒ 恐竜橋 ⇒ 落合中学校 ⇒ 落合東散歩道 

        ⇒ 一本杉公園 ⇒ 小野路宿里山交流館 

        ⇒ 野津田公園(ばら広場) 

持ち物  ： 飲み物、帽子、雨具、歩きやすい服装と靴 

主  催 ： 健康・スポーツ部会 

◆ ５月１５日(水)   

 

菖蒲館 ウォーキング 
第８７回 野津田公園方面 

言語・海外風土 座談会 

 ～ 第３回 ペルー共和国 ～ 

☆日 時：5 月 15 日(水) 14:00～15:30 

☆場 所：1 階第１会議室 

☆定 員：15 名 (受付 5 月 1 日 14:00～ 電話可) 

☆内 容：在日ペルー共和国の方に日本語で話を聞きます 

☆参加費：500 円 

☆主 催：文化部会 

 

菖蒲館に食品回収ボックスを設置しました 

～フードドライブにご協力を！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問合せ：多摩ボランティア・市民活動支援センター ☎042-373-6611 

お持ちいただけない食品 
アルコール類、手作り品、青果、生鮮食
品、冷凍食品、開封済の食品、賞味期限が
2 ヶ月未満の食品 

お持ちいただきたい食品 

お米、カップ麵、缶詰、レトルト食品など 

※未開封、常温保存、賞味期限が 

2 ヶ月以上の食品 

第８８回 薬師池公園方面 

集  合 ： 菖蒲館玄関前 9：30 

参加費 ： 1００円 

定  員 ： 先着 ２０名 

コース  ： 菖蒲館 ⇒ 尾根幹線 ⇒ キャノンスポーツパーク 

        ⇒ 小野路宿里山交流館 ⇒ 野津田公園北 

        ⇒ 綾部原トンネル ⇒ 新袋橋交差点 

        ⇒ 薬師池公園(花ショウブ田) 

持ち物  ： 飲み物、帽子、雨具、歩きやすい服装と靴 

主  催 ： 健康・スポーツ部会 

 

◆ ６月１８日(火)   

 約 5.5 ㎞ 

２時間 

約７㎞ 
３時間 

スマートフォン相談会 

☆日 時：5 月 28 日(火) (受付 5 月 1 日(水)14:00～ 電話可) 

     6 月 25 日(火) (受付 6 月 1 日(土)14:00～ 電話可) 

☆募 集：①13:30～ ②14:00～ ③14:30～  

④15:00～ ⑤15:30～ 

     両日とも 5 名(各回 1 名)  

☆場 所：2 階第３会議室  

☆参加費：無料 

☆対象者：多摩市在住の 60 歳以上の方 

☆主 催：健康・スポーツ部会 

☆共 催：多摩市高齢支援課 
＜予告＞七夕飾り用笹竹の無料配布（先着 30本） 

☆日 時：6 月 25 日(火) 10:00～ 

☆場 所：菖蒲館 玄関前 

☆主 催：文化部会 

☆協 力：からきだの道の会 

※この活動は一般財団法人            の助成を受けています 

 


